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広報では、武田の里にらさきで行われる行事や、

あなたの身の回りの話題を募集しています。

市役所企画財政課企画推進担当

☎ 22‐1111（内線 356）までご連絡ください。

「忘れかけていた基礎の大切さを再確認！」
　３月１６日、市営総合運動場体育館にバスケットボール W1 リーグで
活躍する「甲府クィーンビーズバスケットボールクラブ」を招き、小中
学生を対象としたバスケット教室が開催されました。
　当日は、たくさんの児童・生徒が集まり、憧れの選手から指導を受け、
基礎の大切さについて学びました。その後に行われたゲームでは、クィー
ンビーズの選手を驚かせるような小中学生のスーパープレーが次々に飛
び出すなど、楽しい時間を過ごしました。

　 憧 れ の 選 手 に ド リ ブ ル や
シュートについて教えてもらい
ましたが、あらためて基礎が大
切だと気付きました。
　昨年は県大会で準優勝しまし
たが、今年は県大会での優勝を
目標に、習ったことを忘れずバ
スケットが上手になるように練
習していきたいです。

　韮崎市の美しい自然の中を、みんなと楽しく話しな
がら歩き、 健康な体と心を作る「陸上ウォーキング」が、
３月１３日に行われました。
　この日は、市役所から旭町方面を歩くコースで大勢
の方が参加しウォーキングを楽しみました。
　日頃から運動不足を感じている、みんなと楽しく歩
きたい方など、どなたでも参加できますので、あなた
もウォーキングして、爽やかな汗を流しませんか？

「楽しくウォーキングしてみませんか？」

韮崎ミニバスキャプテン

田
た む ら

村 郁
い く み

省くん（甘利小６年）

「夢をもって頑張れ卒業生！」

　３月１９日、市内の各小学校で卒業式が行われ、
慣れ親しんだ学び舎を後にしました。式の中では、
卒業生１人ひとり人が卒業証書を受け取り、歌や
呼びかけなどを披露しました。
　式後は教室に戻り、先生や仲間との別れを惜し
み記念撮影を行う姿が見られました。
　４月からは中学生、部活に勉強に忙しくなりま
すが、夢をもって頑張ってください。
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“新府桃源郷”

【今月の表紙】「お新府さん」のクライマックス“御輿渡御”

　めでたく金婚を迎えられたご夫婦をお祝いするために、
２月２５日、市役所で「金婚夫婦を祝う会」が行われまし
た。これからも末永くお幸せに！

「結婚５０周年おめでとうございます」

「ゴール目指して全力疾走」

　２月２４日に、市体育祭の最終競技である「市内一周駅
伝競走大会」が実施され、北巨摩合同庁舎前から、円野共
選場などを経由し、ゴールの市営体育館までの１１区間、
３６．７ｋｍを市内１１町の対抗形式で競いました。一生
懸命に走り抜けていくランナーに沿道からは温かい声援が
送られていました。
　結果は竜岡町が１番最初にゴールテープを切り、市体育
祭の総合優勝は旭町に決定しました。

おらが地域の優れモノ！
ま ち

韮崎百選
　新府桃源郷は七里岩の台上に位置し、県内

では、４月中旬に満開を迎える開花が遅いエ

リアです。開花時期になると新府桃源郷は、

絨毯を敷き詰めたように一面ピンク色に染ま

り、南には富士山、西には雪を被った南アル

プス、北には八ヶ岳、東には茅ヶ岳などの美

しい山々を同時に楽しむことができ、４月は

たくさんの観光客で賑わいを見せます。

　また、新府の桃は品質糖度に優れ、峡東地

区の桃に勝ると

も劣らない品質

となっています。

そのため、知名

度は全国に広が

り、主にブラン

ド志向の強い首

都圏へと出荷さ

れています。
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